
　
　

９月２６日（土）午後

５時から西中学校体育館に

て、７０名が参加して合唱

部と吹奏楽部合同による

オータムコンサートが開催

されました。熱気のある充

実した内容でした。

特に３年生は最後の演

奏会ということで感動的で

した。

６月１７日（水）松山市高齢クラブ連合会の「桑原賞」を竹野昭夫さん（高岡

団地若宮クラブ）が受賞されました。竹野昭夫さんは、平成２１年より若宮クラ

ブの事務局長として、１１年間事務処理にあたられ、几帳面な人柄は会員の尊敬

の的となっています。

この度、生石小学校、西中学校の「生徒見守り活動」を、２２年間継続して

行ってこられたことが、他の模範となり、高く評価されて受賞に輝きました。

『おはよう』『さようなら』『ありがとう』と笑顔で声をかけてくれる子ども

たちと、学校の事などを話しながら帰るひと時は、人と人とのつながりの大切さ

が分かり合える、幸せな時間です。「今では奉仕するというより、させてもらっ

ている。そんな思いで、これからも健康に留意して活動を続けたい。」と話され

ていました。益々のご活躍を願っています。 出原エイ子（記）

全校児童が参加して行う恒例の

「稲刈り」、平成１３年から「三

世代交流事業」としてスタートし

た「田植えと稲刈り」も、今年

２０回目、節目の年となりました。

≪ 豆 ち し き ≫
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１面

恒例の生石小学校稲刈り（１０／６）
生石保育園年中・年長児の皆さん

あいにくのコロナ禍の中、

感染防止対策のため、今年は

５年生が主体となって、地域

の皆さん２１名と、ＰＴＡ・

おやじの会など総勢５０名余

りがサポートして無事終了し

ました。

（９月２４日久保田分館にて）

栗の渋皮煮作って
みませんか？！



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
秋
祭
り
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文
化
祭
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が
中
止
に
な
り
暗
い
話
題
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多
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、
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る
い
話
題
を
紹

介
し
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す
。

八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念

日
の
朝
日
新
聞
に
、
「
四
国

の
記
憶

戦
後
七
十
五
年
」

と
し
て
四
国
四
県
の
戦
争
の

遺
構
や
痕
跡
が
掲
載
さ
れ
、

愛
媛
県
は
松
山
空
港
近
く
に

戦
時
中
に
軍
用
機
を
格
納
し
、

米
軍
の
空
襲
か
ら
軍
用
機
を

守
る
た
め
造
ら
れ
た
「
掩
体

壕
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
を
代
表
し
て
掩
体

壕
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

二
〇
一
五
年
、
戦
後
七
〇
年

の
節
目
に
有
志
の
方
が
「
松

山
の
掩
体
を
考
え
る
会
」
を

立
ち
上
げ
て
、
市
議
会
に
請

願
書
を
提
出
し
保
存
を
訴
え

る
等
の
活
動
さ
れ
た
結
果
、

松
山
市
の
有
形
文
化
財
と
し

て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

去る7月初旬、生石小学校３年生３０数名が参加

して、総合的な学習の時間「校区探検をしよう」と

体験学習が行われました。高岡団地にある若宮神社

と垣生山を訪れ、生石地区まちづくり協議会・垣生

山整備部の八木部長の説明を聞きながら熱心に質問

をしたり、メモを取ったりしていました。

生石保育園では、年中・年長

児の遠足で、垣生山登山に挑戦

しました。登山道には数字が書

いてある「竹の杭」があり、そ

れを見つけて「これ、何？！」

と不思議がる子どもたち。垣生

山頂上までの道のりを、残り何

メートルと確認し合い、楽しく

登ることができました。

↑

副
会
長

髙
藤
頼
夫

！

（仮標示）

10月１２日と１３日の両日、「交通安全協会生石

支部」と「生石地区まちづくり協議会・生活安全

部」の合同によるカーブミラーの点検が初めて行わ

れました。これまでは、交通安全協会員のボラン

ティアで行ってきました。

延べ１０数名で高岡町と南吉田町の数十箇所の

カーブミラーを見て廻りました。「ミラーの汚れ」

や「向き」「支柱の安全性」などをチェックしまし

た。終わった後の反省会では、回数や清掃など今後

の方針を議論しました。 門田慎二（記）

環境部では、今年も湯領緑地公園前

（南吉田町）の堂之元川土手沿いにコス

モス（秋桜）の種を蒔き、開花を楽しん

でもらおうと取り組んでいます。コスモ

スは、キク科コスモス属の一年草ですが、

秋の風物詩として日本の秋には欠かせな

い存在です。ピンクや赤・黄色・白など

カラーバリエーションに富んでいます。

開花時期は、種蒔きから約３ケ月と言

われていますので、１０月末から１１月

中旬ころが見ごろとなるのでは・・・是

非散歩コースにどうぞ！！

２面

写真左は垣生山について、写真上は若

宮神社について説明をうける児童たち。

現
在
掩
体
壕
は
十
一
月
中
旬

ま
で
保
存
に
向
け
、
本
体
の
ひ

び
割
れ
補
修
や
、
内
部
が
見
学

で
き
る
よ
う
に
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
こ
の
掩
体
壕
の

管
理
運
営
は
、
松
山
市
か
ら

「
生
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
に
委
託
さ
れ
る
予
定
で
す
。

委
託
後
は
、
当
協
議
会
と
し

て
維
持
管
理
方
法
や
、
小
中
学

生
が
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
教
材

提
供
、
見
学
者
に
説
明
で
き
る

資
料
準
備
な
ど
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

垣生山登山道は、登り口

から頂上までの道のりを

測定して、現在「道のり

標示」を作製検討中！

地区内の交通事故「ゼロ！」を目指し
カーブミラー点検！！

生石保育園 樋口りえみ（記）

（改修工事中の掩体壕（南吉田町）

（改修工事開始前）

＜登山道総道のり＞
☆高岡側（南口）～；５００ｍ

☆北吉田側～；７４０ｍ



　

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

や ま の べ
〒791-8042

松山市南吉田町６１８
Tel.968-8088  Fax.968-8188

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」に、

ご寄付を賜りました、各事業者の皆

さま、誠にありがとうございます。

今後ともご支援、ご協力をよろし

くお願いいたします。

富久町の南西・さくら小学校の北側の土手に加多寺（石鎚権現

神社）というお寺があります。樹齢８２０年とも１０００年とも

言われるクスノキがご神木としてそびえ立っています。

この寺は江戸時代の延宝４年（１６７６年）から石鎚山の大元

締めだった西条市の前神寺の（※）先達寺として指定され、多く

の信仰を集めてきました。

石鎚山のお山開きでは、加多寺の住職が吉田の浜で体を清めた

信者達を連れて、前神寺へお参りし、石鎚山へ行く先達をしてお

られたそうです。

明治２年の神仏分離令により、この寺は廃仏毀釈で廃寺になっ

てしまいました。

※ 先達寺とは、石鎚山が見えるお寺の中で一般の信者が修行の為、

前神寺へお参りに行く際の道案内を任されている寺

その後も富久栄クラブ、さくら小学校の子どもたち、富久

町の皆さんの丁寧な清掃や手入れが続いています。

年々クスノキが大きくなり、お社がご神木に押される形と

なってきました。富久町や近隣地域の皆さんの協力により、

今年お社の改修工事を行うことができました。９月１日に落

慶式が行われましたが、新型コロナウイルス感染防止のため

小規模の式典となってしまいました。１１月にはご神木クス

ノキのしめ縄も新調されます。

（資料・写真・取材協力 富久町 竹内さん）

藤井智恵（記）

さくら小学校が開校した平成元年の初代

校長の平松清一先生が、クスノキの辺りが

やぶのようになり、玉垣が崩れて転がって

いる様子を見て、富久町の大先達・竹内敏

治さんや長老の方々に加多寺の歴史を聞か

れ、さくら小学校も整備するお手伝いをし

たいとの話になりました。

そこで、郷土の大切な財産として、さく

ら小学校の郷土クラブや富久栄クラブ、富

久町の有志の方々が整備していくことで加

多寺は復興再建されました。

石鎚権現神社神殿落慶式および

ご神像入魂式

（平成１０年２月２７日）
加多寺復興１５年目を記念し前神

寺の住職をお招きしての法要

（平成２４年７月１日）

由緒ある立派なお寺だった加多寺

加多寺の復興再建

改修工事の落慶式（令和２年９月１日）

（綺麗に改修された加多寺）



４面

生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shoseki-machi.org/

Facebookアドレス；https://www.facebook.com/shoseki.machi/

コロナウイルスの完全収束はまだまだのようですが、３密に

気を付けながらも生石地区の行事などが再開されるようになり

ました。本第２１号通信紙では「コロナに負けずに！」をテー

マに編集しました。

今後ともよろしくお願いいたします。 門田慎二（記）

☆令和３年１月１０日（日）生石地区成人式

（西中学校体育館）（予定）

≪お願い≫

※生石公民館事務所前に「投函箱」を設置い

たしましたので、生石地区まちづくり協議会

の取り組みや、各地域のホット情報などを

「生石まちづくり通信」へお寄せください。

第２、第４水曜日の１０時から、１０名の会員さんが

二神先生のご指導の下、和気あいあいと活動されていま

す。コロナ対策として、消毒、マスク着用、換気、距離

をとることに気を配られています。

参加されている方から「皆さんとてもポジティブで、

コロナだからと恐れることもなく、編み物などの趣味や

家事にお忙しいのよ。健康に関する話題も豊富で、みん

なにお会いするのがとても楽しみ！」と伺いました。ま

た、素敵な作品をたくさん拝見させていただきました。

＜ 編 集 後 記 ＞

コロナ対策とって

ＡＥＤの取り扱い説明を受ける参加者

10月４日（日）午前８時30分より第41回西中学校体育大

会が開催されました。午前中だけのプログラムでしたが、その

ぶん元気一杯の演技でした。

１０月１５日（木）桃山明老会では、６ケ月ぶりに、通常

は屋内で行う「輪投げゲーム」、3密を避けるため、桃山広

場に、ブルーシートを敷き「輪投げ大会」を行いました。久

しぶりの顔合わせとなり、みんな笑顔で楽しいひと時を過ご

しました。次に行う屋外ゲームを只今検討中だとか・・・

完成間近です！

７月１９日（日）に履脱天満宮広場で防災訓練が行われました。

４６名の参加者が西消防署西部支署の指導の下、起震車による地

震体験・初期消火訓練・心肺蘇生訓練を受けました。また、防災

機器の説明もありました。

参加された人が、「震度7の揺れが来ますと聞いて起震車に

乗ったけれど、ものすごい揺れだった。あんな揺れが前触れもな

く急に来たら本当に怖いよね。」と話されました。また、AED

の説明を受けるコーナーでは、「心臓マッサージを始めたらいつ

までするのか？」など皆さん熱心に質問されていました。

手指の消毒、マスク着用、適度な距離を保っての制限ある訓練

でしたが、参加された人々から、「何かきっかけがないと訓練に

は参加しないが、今回参加したら有意義だった。」との声が聞か

れました。


